
明
に
堤
防
が
崩
壊
し
、
入
鹿
池
の
水
が
流
出
し
た
。
南
に
隣
接
す
る

神か
ん

尾の

村
（
現
犬
山
市
池
野
）
は
水
没
し
て
人
家
四
〇
軒
が
流
失
し
、

溺
死
者
二
人
を
出
し
た
。
西
に
隣
接
す
る
安あ
ず

楽く

寺し

村
（
現
犬
山
市
池

野
）
で
は
三
〇
軒
流
失
し
た
が
、
溺
死
者
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
濁
流
は
、
尾
張
冨
士
と
本
宮
山
の
谷
間
を
通
る
こ
と
で
よ
り

勢
い
を
増
し
な
が
ら
西
へ
向
か
い
、
直
撃
を
受
け
た
朝
日
村
（
現
犬

山
市
羽
黒
朝
日
）
で
は
人
家
約
一
一
〇
軒
が
流
出
、
溺
死
者
約
二
六

〇
人
で
あ
っ
た
。
朝
日
村
か
ら
濁
流
が
三
本
に
分
か
れ
、
北
側
を
流

れ
る
一
筋
は
五ご

郎ろ
う

丸ま
る

村
（
現
犬
山
市
五
郎
丸
）
か
ら
小お

口ぐ
ち

村
・
余よ

野の

村
に
達
し
、
上か
み

小お

口ぐ
ち

・
中な
か

小お

口ぐ
ち

で
は
人
家
約
七
〇
軒
が
流
失
し
、
溺

死
者
は
一
一
三
人
に
の
ぼ
っ
た
。
南
側
を
流
れ
る
一
筋
は
河こ

北ぎ
た

村
に

達
し
、
流
出
し
た
人
家
は
二
三
軒
、
溺
死
者
は
二
七
人
と
な
り
、
上

小
口
・
中
小
口
同
様
、
荒
れ
地
と
な
っ
た
。
中
央
の
一
筋
は
羽
黒
村

堀
田
・
河
原
町
（
現
犬
山
市
大
字
羽
黒
）
を
襲
っ
た
。

　

ま
た
、
楽が
く

田で
ん

村
（
現
犬
山
市
楽
田
）
か
ら
外と

坪つ
ぼ

村
・
伝で
ん

右え

も

ん
衛
門
新

第
三
章

　

こ
こ
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
大
口
町
に
関
連
し
た
災
害

を
第
一
節
に
ま
と
め
、
第
二
節
か
ら
第
四
節
で
は
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
被
災
し
た
地
震
・
台
風
・
豪
雨
に
つ
い
て
記
す
。
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入
鹿
切
れ

　

入
鹿
池
は
、
犬
山
市
東
南
部
に
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
人
工
的

に
造
ら
れ
た
農
業
用
の
た
め
池
で
あ
る
。
こ
の
池
の
堤
防
が
崩
壊
し
、

尾
張
北
部
を
中
心
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害
を
も
た
ら
し
た
水
害

が
、
通
称
「
入
鹿
切
れ
」
で
あ
る
。

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
初
夏
、
雨
が
降
り
続
き
、
例
年
で
あ
れ

ば
水
位
は
六
間
三
尺
（
約
一
三
・
五
ｍ
）
の
と
こ
ろ
、
五
月
中
旬
に

な
る
と
、
五
条
川
へ
の
圦い
り

近
く
で
九
間
九
尺
（
約
二
四
ｍ
）
と
な
り
、

土
俵
を
積
み
重
ね
て
防
水
対
策
を
し
た
。
し
か
し
、
五
月
十
四
日
未

災
害

39　 第一節　明治・大正時代の災害



田
・
御ご

供ご

所し
ょ

村
に
も
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
人
家
は
無
事
で
あ
っ
た
が

荒
れ
地
と
な
っ
た
（
1
―
3
―
1
）。

　

被
害
状
況
に
は
諸
説
あ
り
、
資
料
に
よ
っ
て
数
値
が
異
な
っ
て
い

る
。
被
災
し
た
翌
日
、
尾
張
藩
に
提
出
さ
れ
た
太
田
代
官
所
の
報
告

書
に
よ
る
と
、
河
北
村
は
約
一
八
〇
軒
の
集
落
で
あ
っ
た
が
四
軒
し

か
残
ら
ず
、
小
口
村
は
三
〇
軒
ほ
ど
流
さ
れ
た
と
あ
る
。
河
北
・
上

小
口
・
中
小
口
・
下し
も

小お

口ぐ
ち

・
秋
田
の
各
地
区
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
が
わ
か
る
（
1
―
3
―
2
）。

　
「
羽
黒
水
災
記
」
に
よ
れ
ば
、
被
災
直
後
の
六
月
以
降
、
尾
張
藩
主

の
要
請
で
死
者
が
多
く
出
た
各
地
で
法
要
が
営
ま
れ
た
。
町
域
内
で

は
七
月
三
日
、
中
小
口
地
内
の
東
の
荒
れ
地
で
施せ

餓が

鬼き

（
故
人
の
霊

を
供
養
す
る
た
め
の
法
要
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
柴し
ば

山や
ま
と
う
ぞ
う

藤
蔵
（
一
七
九

二
～
一
八
七
五
）
が
荒
井
堤
の
榎え
の
きの
下
（
木
津
用
水
か
ら
五
条
川
へ

の
圦い
り

が
あ
る
場
所
、
荒
井
堰せ
き

）
に
石
碑
一
基
（「
暴
水
流
亡
各
霊
墓
」）

を
建
て
た
。
卒そ

塔と

婆ば

は
、
中
小
口
の
六
部
橋
に
建
て
ら
れ
た
。
翌
四

日
に
は
河
北
村
妙
み
ょ
う

智ち

庵あ
ん

で
も
施
餓
鬼
が
お
こ
な
わ
れ
、
卒
塔
婆
は
妙

楽田楽田

朝日朝日

五郎丸五郎丸

河北河北

萩島萩島外坪外坪

寺田寺田

〔〔〔〔
荒井荒井

六部橋六部橋
余野余野

上小口上小口
中小口中小口

下小口下小口

大屋敷大屋敷
伝右伝右

八佐八佐
御供所御供所 宗雲宗雲

長桜長桜

安楽寺安楽寺

神尾神尾

尾張冨士尾張冨士
入入
鹿鹿
池池

▲▲

本宮山本宮山
▲▲

1-3-1　大口町・犬山市における入鹿切れ被災地の位置図
（青色の線は河川流路を示す）

●：「暴水流亡各霊墓」の位置

1-3-2　入鹿切れ被害の状況

村　名 溺死（人） 水高（ｍ）
河北村 76 3
余野村 4 1.2
長桜村 6 1.8
八佐衛門新田 18 1.2-1.8
宗雲新田 10 同上
伝右衛門新田 5 同上
外坪村 10 同上
御供所 4 同上

地区名 溺死（人） 水高（ｍ）
小口村上組 28 1.2-1.8
小口村中組 53 1.2
小口村下組 11 1.2
小口村寺田組 不詳 1.8
小口村萩嶋組 13 1.2-1.8
・・溺死 :「入鹿切ニ付溺死人ノ調」（『入鹿池史』）
　　　  �ただし、外坪村・御供所村は「入鹿切れ溺死人明細記」

（『大口町史』）
・・水高 :「羽黒水災記」（『大口町史』）
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智
庵
門
前
に
建
て
ら
れ
た
。
柴
山
藤
蔵
は
、
現
愛
知
県
清
須
市
の
商

家
で
、
宮
城
県
塩
釜
・
香
川
県
琴
平
な
ど
広
範
囲
に
奉
納
寄
進
物
が

あ
る
。

六
部
橋
付
近
に
集
め
ら
れ
た
石
碑
群

　

石
碑
「
暴
水
流
亡
各
霊
墓
」
が
一
八
六
八
年
に
荒
井
堰
に
建
て
ら

れ
た
後
、
い
つ
移
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
九
三
五
（
昭

和
十
）
年
刊
行
の
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
こ
の
石
碑
が
六
部
橋
西
に

あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
1
―
3
―
3
）。
当
時
の
石
碑
が
あ
る

場
所
は
、
五
条
川
の
河
川
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
る
前
の
六
部
橋
付
近

で
あ
る
。
石
碑
が
移
さ
れ
た
当
初
は
、
河
川
改
修
以
前
か
ら
あ
っ
た

丸
い
川
原
石
製
の
水
神
碑
と
六
部
回
国
供
養
碑
が
間
隔
を
あ
け
て
配

置
さ
れ
て
い
た
。
六
部
回
国
供
養
碑
は
、
一
七
六
一
（
宝
暦
十
一
）

年
に
日
本
全
国
を
廻ま
わ

る
修
行
者
で
あ
っ
た
六
十
六
部
廻か
い

国こ
く

聖ひ
じ
りの

た
め

建
立
さ
れ
、
六
部
橋
と
い
う
名
称
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
（
第
三

編
第
四
章
第
三
節
）。

　

こ
れ
ら
の
石
碑
が
、
河
川
改
修
後
に
一
か
所
へ
集
め
ら
れ
た
。
最

も
新
し
い
石
碑
は
、
一
九
五
四
年
に
建
て
ら
れ
た
水
神
碑
で
あ
る
（
1

―
3
―
4
）。

1-3-3　
「暴水流亡各霊墓」（1935年頃）

（『大口村誌』）

1-3-4　 1 か所に集められた石碑（2022年撮影）

右から
「暴水流亡各霊墓」（1868年）
「水神碑」（1954年）
（幅84㎝・厚19㎝・高184㎝）
「六部回国供養碑」（1761年）
（幅46㎝・厚30㎝・高100㎝）
「水神碑」
（幅24㎝・厚9.5㎝・高56㎝）

右側に「六部回国供養碑」がある。

41　 第一節　明治・大正時代の災害



　
「
暴
水
流
亡
各
霊
墓
」
に
は
、
向
か
っ
て
右
側
面
に
被
災
年
月
日
、

左
側
面
に
は
施
主
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
1
―
3
―
5
）。
台
座
に
は
、

犠
牲
者
を
出
し
た
村
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
1
―
3
―
6
）。1-3-5　暴水流亡各霊墓（2022年撮影）

（正面37㎝・側面31㎝・高171㎝）
右：右側面「慶応四戊辰歳五月十四日」
中：正　面「暴水流亡各霊墓」
左：左側面「施主　キヨス　柴山藤蔵」

1-3-6　「暴水流亡各霊墓」台座の文字（2022年撮影）

1-3-6　台座の文字 

（正面）幅74.5㎝・高21㎝
（左右側面）幅58㎝・高21㎝

（右側面）

（正面）

（左側面）

死
人
有
（
之
）

神
尾
（
村
）

羽
黒
（
村
）

小
口
（
村
）

河
内
屋
（
村
）

伝
右
エ
門
（
新
田
）

御
供
所
（
村
）

宗
雲
（
新
田
）

河
北
（
村
）

余
野
（
村
）

入
鹿
（
新
田
）

長
桜
（
村
）

五
良
（
丸
）
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濃
尾
大
地
震

　

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
十
八

分
、
福
井
県
と
岐
阜
県
の
県
境
付
近
に
あ
た
る
根
尾
川
上
流
か
ら
濃

尾
平
野
北
東
縁
に
か
け
て
発
生
し
た
Ｍ
八
・
〇
の
地
震
で
あ
る
。
地

震
に
よ
っ
て
で
き
た
「
根
尾
谷
断
層
」
は
、
後
に
国
指
定
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

　

死
者
は
愛
知
県
が
二
四
五
九
人
、
岐
阜
県
が
四
九
〇
一
人
で
、
負

傷
者
は
愛
知
県
が
六
七
三
六
人
、
岐
阜
県
が
七
九
六
七
人
で
あ
っ
た
。

多
く
の
人
が
起
床
し
た
時
間
帯
に
発
生
し
た
の
で
、
家
屋
の
倒
壊
率

の
割
に
は
圧
死
者
が
少
な
か
っ
た
。

　

当
時
、
町
域
に
存
在
し
た
太
田
村
・
小
口
村
・
富と
み

成な
り

村
の
被
害
は
、

合
計
で
死
者
が
六
人
、
負
傷
者
が
一
七
人
、
建
物
の
全
壊
が
六
二
三

棟
、
半
壊
が
一
〇
五
七
棟
で
あ
っ
た
（
1
―
3
―
7
）。

　

な
お
、
濃
尾
大
地
震
以
後
も
余
震
が
あ
り
、
住
民
の
不
安
は
増
大

し
、
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
学
校
も
大
半
は
被
害
を
受
け

て
一
時
休
校
と
な
り
、
十
一
月
三
日
頃
よ
り
仮
小
屋
や
野
天
で
授
業

が
再
開
し
た
。
余
震
に
お
び
え
、
藁わ
ら

葺ぶ
き

屋
根
の
仮
小
屋
を
つ
く
り
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
住
民
も
い
た
。

明
治
四
十
五
年
の
降
雹

　

一
九
一
二
年
四
月
十
九
日
の
降こ

う

雹ひ
ょ
うは

、
丹
羽
郡
一
帯
の
建
物
や
農

作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
午
前
十
一
時
頃
西
空
に
黒
雲
が
発

生
し
、
雷
と
同
時
に
激
し
い
風
と
雹
が
約
十
五
分
間
続
き
、
人
々
は

戸
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
地
面
に
積
も
っ
た
雹
は
、
直

径
約
一
㎝
か
ら
三
㎝
程
の
球
状
に
近
く
、
積せ
き

雹ひ
ょ
うは
約
九
㎝
か
ら
二
一

㎝
程
に
な
っ
た
。

1-3-7 村別震害取調表 1891年11月30日調（『丹羽郡誌』）

太田村 小口村 富成村 計
戸　数（戸） 580 661 247 1,488
人　口（人） 2,763 2,916 1,157 6,836
死　者（人） 2 4 0 6
重傷者（人） 0 5 1 6
軽傷者（人） 1 7 3 11

居　宅
（棟）

全　壊 45 46 21 112
半　壊 90 382 136 608
破　損 223 190 82 495

土　蔵
（棟）

全　壊 10 16 3 29
半　壊 27 50 23 100
破　損 48 55 18 121

社　寺
（棟）

全　壊 2 2 0 4
半　壊 2 1 1 4
破　損 1 0 0 1

学校（棟） 全　壊 3 0 0 3
官公署（棟） 全　壊 0 1 0 1

その他
（棟）

全　壊 94 319 61 474
半　壊 57 216 72 345
破　損 60 271 140 471
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大
口
村
で
は
、
負
傷
者
六
人
、
住
居
倒
壊
一
件
、
添そ
え

屋や

（
主
た
る

住
居
以
外
の
建
物
）
倒
壊
九
件
、
田
畑
面
積
一
万
一
五
五
反
が
被
害

を
受
け
、
被
害
額
は
、
二
七
万
九
一
八
六
円
に
の
ぼ
っ
た
。
大
口
村

は
、
丹
羽
郡
内
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
（
1
―
3
―
8
）。

　

農
作
物
別
の
被
害
状
況
を
み
る
と
、
四
月
は
二
毛
作
で
麦
類
を
主

に
作
っ
て
い
る
時
期
の
た
め
、
総
被
害
額
の
半
分
は
麦
類
で
、
被
害

面
積
の
八
割
に
達
し
て
い
た
（
1
―
3
―
9
）。『
大
口
村
誌
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
降こ
う

雹ひ
ょ
う

被ひ

害が
い

略り
ゃ
く

図ず

」
に
よ
る
と
、
村
の
ほ
と
ん
ど
が
収

穫
皆
無
と
さ
れ
て
お
り
、
村
全
域
に
降
雹
被
害
が
あ
っ
た
（
1
―
3
―

10
）。

　

大
屋
敷
地
区
の
「
雹
害
補
助

金
領
収
人
名
簿
」（
1
―
3
―
11
）

に
よ
れ
ば
、
家
屋
と
苗
代
水
田

を
除
く
被
害
に
つ
い
て
、
そ
の

被
害
の
程
度
を
四
等
級
に
分

け
、
大
屋
敷
の
地
主
有
志
が
田

畑
の
復
旧
の
た
め
、
小
作
人
に

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
な

お
、
被
害
の
等
級
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。

「
一
等
被
害　
　

九
十
ニ
対
シ
二
円
五
十
銭

 

二
等
被
害　
　

八
七
ニ
対
シ
二
円
也

 

三
等
被
害　
　

六
五
ニ
対
シ
一
円
五
十
銭

 

四
等
被
害　
　

三
四
ニ
対
シ
一
円
也
」

1-3-8　丹羽郡内で被害額の多い町村（『丹羽郡誌』）

1-3-9　農作物の被害状況（『大口村誌』）

1-3-11
「雹害補助金
領収人名簿」
（個人所蔵）

町 村 名 面積（反） 被害額（円）
大 口 村 10,155 278,786
古知野町 7,600 276,111
西 成 村 5,650 203,604
布 袋 町 5,127 170,890
扶 桑 村 8,200 153,208

面積（反） 被害額（円）
大　麦 6,172 113,965
小　麦 1,210 23,000
裸　麦 540 9,900
大根種 138 4,020
桑　園 1,496 108,055
その他 599 20,246

計 10,155 279,186

※『大口村誌』の被害総額と相違があるのは小麦の被害
額中、田で5割以上減収の40反分の被害額400円が足
されていないため

明 治 四 十 五 年 四 月 十 九 日

収
穫
皆
無

七
分
以
上
皆
無

五
分
以
上
皆
無 小

河

口

大屋敷

野
北

外
坪

田 秋田 豊

余

1-3-10 「降雹被害略図」（『大口村誌』）
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小
作
人
の
持
つ
土
地
の
被
害
状
況
を
収
穫
減
の
割
合
で
四
区
分
し
、

小
作
料
と
し
て
納
め
る
べ
き
米
一
石
に
つ
き
被
害
等
級
の
金
額
を
乗

じ
て
個
々
の
補
助
金
額
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
基
準
は
、
村
で
の
一

般
的
な
規
定
で
あ
り
、
六
月
十
六
日
か
ら
実
行
す
る
旨
が
、
六
月
十

二
日
付
け
で
、
大
屋
敷
地
主
の
有
志
同
盟
会
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
区
長
か
ら
各
小
作
人
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
基
準
額
の
増

額
の
要
望
が
あ
り
、
六
月
十
七
日
に
地
主
の
会
合
で
規
定
の
と
お
り

と
し
増
額
し
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
大
屋
敷
地
区
で
は
、
六

月
二
十
七
日
か
ら
支
給
が
始
ま
り
、
総
額
で
約
三
〇
〇
円
が
一
〇
〇

人
近
く
に
対
し
支
給
さ
れ
た
。

　

大
屋
敷
地
区
で
こ
の
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
大
屋
敷
の

庄
屋
で
あ
り
、
当
主
が
代
々
名
前
を
継
い
だ
丹に

羽わ

甚じ
ん

吉き
ち

で
あ
っ
た
。

大
正
元
年
の
暴
風
雨

　

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け

て
、
台
風
が
襲
来
し
、
大
口
村
は
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
時
、

村
内
の
死
者
四
人
、
負
傷
者
四
人
を
出
し
、
住
家
の
全
壊
二
六
二
戸
、

半
壊
一
五
七
戸
、
大
破
一
二
六
戸
と
な
っ
た
（
１
―
３
―
12
）。
農
作
物

も
稲
作
と
桑
園
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
面
積
は

九
〇
四
〇
反
、
被
害
総
額
は
一
〇
万
八
七
八
六
円
で
あ
っ
た
（
１
―
３

―
13
）。

　

同
年
四
月
の
降こ
う

雹ひ
ょ
うで
、
麦
・
桑
の
収
穫
に
大
き
な
被
害
を
出
し
、

九
月
に
は
台
風
に
よ
り
建
物
と
米
、
晩
秋
蚕
の
餌
と
な
る
桑
に
被
害

が
出
た
。

1-3-13　農作物の被害状況（『大口村誌』）

住家（戸） その他（戸）

全　壊 262 265

半　壊 157 71

大　破 126 90

計 545 426

面積（反） 被害額（円）

水　稲 7,307 91,629

陸　稲 125 2,048

大　根 148 1,184

白菜等 550 4,120

桑　園 805 7,830

その他 105 1,975

計 9,040 108,786

1-3-12　建物の被害状況（『丹羽郡誌』）
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里
帰
り
し
た
獅し

子し

屋
形

　
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
、
大
口
町
大
屋
敷
の
本ほ
ん

郷ご
う

地
区
で
家
の
敷
地
内
に

新
屋
を
建
て
る
工
事
の
た
め
に
、
屋
根
瓦
の
業
者
が
来
て
い
た
。
そ
の
業
者
が

施
主
に
「
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
は
、
こ
の
あ
た
り
で
す
か
」
と
尋
ね
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
業
者
が
住
む
岐
阜
県
郡ぐ

上じ
ょ
う郡
美み

並な
み
村
山
田
の
門か
ど
福ふ

手で

地
区
に
あ

る
獅
子
屋
形
が
、
元
は
大
屋
敷
本
郷
地
区
の
獅
子
屋
形
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

　
門
福
手
地
区
で
は
、
大
正
の
初
め
ご
ろ
に
名
古
屋
の
古
道
具
屋
で
獅
子
屋
形

を
購
入
し
、
五
人
か
六
人
で
荷
車
を
引
い
て
数
日
か
け
て
持
ち
帰
っ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
何
度
も
手
入
れ
を
し
て
大
切
に
使
っ
て
き
た
。
平

成
に
入
り
、
金き
ん

箔ぱ
く

を
含
め
た
手
入
れ
の
た
め
に
業
者
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
屋
形

の
底
か
ら
明
治
初
期
に
修
繕
を
し
た
際
の
寄
付
金
の
書か
き
付つ
け
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
た
地
名
を
仕
事
で
訪
れ
た
先
で
尋
ね
て
み
た
と
い
う
。
そ
の
際
、

獅
子
屋
形
の
側
面
に
書
か
れ
た
「
本
郷
」
の
意
味
も
大
屋
敷
の
本
郷
地
区
を
表

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
大
屋
敷
本
郷
地
区
で
も
、
一
九
一
二

（
明
治
四
十
五
）
年
の
降
雹
被
害
に
よ
り
獅
子
屋
形
を
手
放
し
た
と
い
う
伝
承

が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
が
縁
で
、
両
地
区
の
交
流
が
始
ま
り
、
獅
子
屋
形
も
里
帰
り
と
称
し
て

一
九
九
九
年
十
月
十
三
日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資

料
館
で
展
示
さ
れ
た
（
1
―
3
―
14
）。

　
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
に
は
、
町
制
四
十
周
年
記
念
伝
統
芸
能
発
表
会
に
門
福

手
地
区
が
参
加
し
、
獅
子
屋
形
を
曳ひ

き
な
が
ら
祭
ま
つ
り
囃は
や
子し

を
披
露
し
た
。

　
な
お
、
郡
上
郡
美
並
村
は
、
二
〇
〇
四
年
に
郡
上
郡
の
七
町
村
で
合
併
し
郡

上
市
美
並
町
と
な
っ
て
い
る
。

1-3-14　旧 大屋敷本郷地区の獅子屋形
（高2.7m、長1.8m、幅1.1m）
大口町歴史民俗資料館での展示の様子（1999年10月）
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第
二
節
　
地
震

	
東
南
海
地
震

　

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
十
二
月
七
日
午
後
一
時
三
十
五
分

（「
三
十
六
分
」
と
す
る
記
録
も
あ
る
）、
遠
州
灘な
だ

か
ら
熊
野
灘
沖
で
発

生
し
た
地
震
で
、
規
模
は
Ｍ
七
・
九
、
愛
知
県
と
静
岡
県
の
一
部
地

域
で
は
震
度
七
相
当
の
揺
れ
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

被
害
は
、
東
は
長
野
県
か
ら
西
は
兵
庫
県
ま
で
の
広
い
範
囲
に
及

び
、
被
害
の
中
心
は
愛
知
県
・
三
重
県
・
静
岡
県
で
、
愛
知
県
が
最

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
地
震
に
よ
る
死
者
の
総
数
は
一
二
二
三

人
、
負
傷
者
の
総
数
は
二
八
六
四
人
で
、
そ
の
う
ち
愛
知
県
内
で
の

死
者
は
四
三
八
人
、
負
傷
者
は
一
一
四
八
人
で
あ
っ
た
。

　

県
内
で
も
半
田
市
と
名
古
屋
市
南
区
で
は
、
軍
用
工
場
建
屋
が
倒

壊
し
、
県
内
死
者
の
約
半
数
に
あ
た
る
二
一
七
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

大
口
村
も
、
強
い
揺
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
体
験
談
か
ら
も
う
か
が
え

る
が
、
具
体
的
な
被
害
は
不
明
で
あ
る
。

三
河
地
震

　

一
九
四
五
年
一
月
十
三
日
午
前
三
時
三
十
八
分
に
、
愛
知
県
三
河

地
方
で
発
生
し
た
直
下
型
地
震
で
、
規
模
は
Ｍ
六
・
八
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
震
の
三
七
日
前
に
東
南
海
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
東
南
海

地
震
の
余
震
、
ま
た
は
誘
発
地
震
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

死
者
の
総
数
は
二
三
〇
六
人
、
負
傷
者
は
三
八
六
六
人
で
、
そ
の

う
ち
愛
知
県
は
、
幡は

豆ず

郡
・
碧へ
き

海か
い

郡
（
現
碧
南
市
・
刈
谷
市
・
安
城

市
・
知
立
市
・
高
浜
市
・
岡
崎
市
の
一
部
・
豊
田
市
の
一
部
・
西
尾

市
の
一
部
）・
宝ほ

飯い

郡
（
現
蒲
郡
市
・
豊
川
市
の
一
部
・
豊
橋
市
の
一

部
）
で
死
者
二
二
五
八
人
と
な
り
全
体
の
約
九
八
％
を
占
め
た
。

　

東
南
海
地
震
と
同
じ
く
戦
時
報
道
管
制
の
下
、
地
震
発
生
以
降
、

そ
の
概
要
な
ど
報
道
さ
れ
た
が
、
被
害
の
詳
細
に
つ
い
て
は
厳
し
く

統
制
さ
れ
た
。
大
口
村
も
揺
れ
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時

は
東
南
海
地
震
の
余
震
と
思
わ
れ
て
い
た
（
１
―
３
―
15
）。1-3-15　三河地震発生翌日の新聞記事の一部

（『中部日本新聞』1945年 1 月14日）
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東
南
海
地
震
・
三
河
地
震
の
記
憶

　

地
震
が
あ
っ
た
と
き
、
私
は
大
口
北
国
民
学
校
の
三
年
生
で
し
た
。
教

室
に
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
授
業
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
記

憶
が
あ
い
ま
い
で
す
が
、
確
か
最
初
は
机
の
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
物
の
倒
壊
を
心
配
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
外
に
出
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
面
が
揺
れ
て
い
て
、
ま

と
も
に
歩
け
な
い
ほ
ど
揺
れ
て
い
ま
し
た
。
思
わ
ず
相
撲
場
の
柱
に
し
が

み
つ
く
と
、「
そ
こ
は
危
な
い
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
何
と
か
運
動
場
ま
で
逃

げ
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
は
、
余
震
が
続
き
ま
し
た
。
廊
下
に
は
、
家
族
分
の
藁わ
ら

草ぞ
う
り履

が
準
備
し
て
あ
り
、
ど
こ
か
ら
外
へ
逃
げ
る
の
か
決
め
て
あ
り
ま
し
た
。

夜
中
に
外
に
逃
げ
る
と
き
に
は
、
両
親
が
コ
タ
ツ
を
持
ち
出
し
、
私
と
妹

は
足
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震
の
影
響
な
の
か
戦
争
の
影
響

な
の
か
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
間
も
な
く
分
教
所
で
の
学
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
三
年
生
は
近
所
の
尼
寺(

観
音
寺)

で
勉
強
し
、
四

年
生
は
余
野
神
社
の
社
務
所
で
勉
強
し
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）

　

私
は
当
時
、
五
歳
一
か
月
で
、
母
と
弟
の
三
人
で
日
当
た
り
の
良
い
南

向
き
の
小
屋
の
中
で
、
蒸ふ

か
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
地
震
が
発
生
し
、
母
が
大
声
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
が
何
の
こ
と
か

わ
か
ら
ず
、
私
は
母
の
着
物
に
つ
か
ま
り
、
弟
は
母
に
抱
か
れ
小
屋
の
外

へ
と
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
地
震
が
収
ま
っ
た
後
、
母
屋
に
入
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
障
子
紙
は
破
れ
、
帯
戸
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
た
ぶ
ん
家
具
は
倒
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
地
震
発
生
の
二
～

三
日
後
、
風
呂
に
水
を
入
れ
カ
マ
ド
に
火
を
入
れ
て
み
た
ら
、
風
呂
が
被

害
な
く
使
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
母
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
震
の
後
、
何
回
も
地
震
が
続
き
母
屋
が
傾
い
た
こ
と
も
あ
り
小
屋
の

土
間
に
藁わ
ら

を
敷
き
そ
の
上
に
布
団
を
敷
い
て
寝
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
か
ら
三
～
四
か
月
過
ぎ
た
頃
、
戦
地
の
父
よ
り
手
紙
が
届
き
地
震

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
無
事
か
と
い
う
内
容
が
書
い
て
あ
っ
た
と
母
が
言
っ

て
い
ま
し
た
。
三
河
地
震
の
記
憶
が
全
く
な
い
の
は
、
報
道
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
や
、
東
南
海
地
震
の
余
震
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

�

（
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
）

　

近
所
の
お
寺(

外
坪
の
本
光
寺)

で
遊
ん
で
い
た
ら
大
き
な
地
震
が
発

生
し
て
、
お
寺
の
住
職
が
大
き
な
声
で
「
あ
～
、
お
堂
が
倒
れ
る
」
と
言
っ

て
走
り
回
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
本
堂
も
、
鐘
つ
き
堂
も
揺
れ
て

い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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阪
神
・
淡
路
大
震
災

　

兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
大
災
害
で
あ
る
阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
、
本
震
が
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
一
月
十
七
日
午
前
五

時
四
十
六
分
五
十
二
秒
、
Ｍ
七
・
三
の
規
模
で
発
生
し
、
近
畿
地
方

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
死
者
は
六
四
三
四
人
、
行

方
不
明
者
三
人
、
負
傷
者
四
万
三
七
九
二
人
に
の
ぼ
っ
た
。
名
古
屋

市
で
も
、
震
度
三
を
記
録
し
た
。

　

こ
の
地
震
は
、
犠
牲
者
の
内
、
八
三
％
が
建
物
倒
壊
や
家
具
の
転

倒
に
よ
る
圧
死
・
窒
息
死
だ
っ
た
た
め
、
耐
震
補
強
・
家
具
の
固
定

に
関
す
る
国
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
一
九
九
五
年
十
二
月
二
十
五
日

に
「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
耐
震
改
修
促
進

法
）
が
施
行
さ
れ
、
新
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
建
築
物
に
つ
い
て

積
極
的
に
耐
震
診
断
や
改
修
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

町
内
で
は
、
こ
の
地
震
で
大
き
な

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
を
は
じ
め
、
一
般
住
宅

の
耐
震
診
断
に
力
を
入
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　

地
震
発
生
後
、
大
口
町
は
、
一
月

十
九
日
に
職
員
が
三
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で

乾
パ
ン
二
四
〇
〇
個
と
毛
布
二
六
〇
枚
、
缶
詰
の
米
飯
五
〇
〇
食
を

被
災
地
に
届
け
た
（
１
―
3
―
16
）。
ま
た
、
大
口
西
小
学
校
児
童
会

は
、
一
月
三
十
日
に
缶
詰
や
菓
子
な
ど
を
、
大
口
郵
便
局
を
通
じ
て

被
災
地
に
送
っ
た
。

1-3-16　救援物資の輸送

支
援
活
動
の
心
構
え

　

地
震
発
生
翌
日
の
午
後
、
役
場
の
広
報
担
当
を
し
て
い
た
私
は
、
町
長

室
へ
呼
ば
れ
ま
し
た
。「
救
援
物
資
を
持
っ
て
夕
方
、
神
戸
へ
行
っ
て
も
ら

う
。
記
録
写
真
も
撮
っ
て
き
て
欲
し
い
」
と
指
示
を
受
け
ま
し
た
。「
道

中
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
」
と
現
金
を
預
か
り
、
消
防
団
幹
部
と
職
員

三
名
、
二
台
に
分
乗
し
て
夕
方
出
発
し
ま
し
た
。

　

交
通
規
制
の
中
、
尼
崎
ま
で
は
高
速
道
路
、
そ
れ
よ
り
西
へ
は
一
般
道

路
で
神
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
ホ
ど
こ
ろ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
携
帯
電
話
も
無
い
時
代
。
頼
り
は
地
図
と
ラ
ジ
オ
、

応
急
掲
示
さ
れ
た
案
内
板
の
み
で
し
た
。

　

ク
ラ
ッ
ク
の
入
っ
た
神
戸
市
中
央
区
役
所
の
階
段
で
仮
眠
し
、
翌
朝
、

救
援
物
資
を
下
し
て
被
災
現
場
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
報
道
関
係
者
と
の
差
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
内
に
戻
る
ま
で
預
か
っ
た
お
金
を
使
う
場
所
が
無
く
、
同
行
し

た
職
員
の
奥
様
が
ご
主
人
に
持
た
せ
た
、
パ
ン
や
飲
み
物
頼
り
の
行
動
を

経
験
し
、
支
援
活
動
の
際
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）
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東
日
本
大
震
災
　

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
で
発
生
し
た
。
地
震
の
規
模
は
日
本
の
観
測
史
上
最
大
の
Ｍ

九
・
〇
、
三
陸
沖
の
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
一
三
〇
㎞
付
近
で
、

深
さ
約
二
四
㎞
を
震
源
と
す
る
地
震
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
宮
城
県
や
茨
城
県
で
は
最
大
震
度
七
を
観
測

し
、
震
度
六
弱
の
範
囲
は
岩
手
県
か
ら
千
葉
県
に
広
が
っ
た
。
気
象

庁
の
観
測
で
は
、
ほ
ぼ
日
本
全
土
で
地
震
が
観
測
さ
れ
、
大
口
町
の

震
度
は
三
と
発
表
さ
れ
た
。

　

人
的
被
害
が
き
わ
め
て
多
く
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
三
月
十
一

日
現
在
、
全
国
の
死
者
は
一
万
五
九
〇
〇
人
、
行
方
不
明
者
二
五
二

三
人
と
な
っ
て
い
る
。
地
震
だ
け
で
な
く
大
津
波
の
発
生
が
、
被
害

を
よ
り
大
き
く
し
た
。

　

特
に
復
興
を
長
期
化
さ
せ
た
の
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
に
お
け
る
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
発
生
で
あ
る
。
長
期
の
停
電
及
び

計
画
停
電
、
そ
し
て
原
子
炉
建
屋
の
損
壊
に
よ
る
大
量
の
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
た
。
事
故
発
生
後
は
、
廃
炉
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
本
国
内
外
で
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
復

興
に
際
し
て
は
、
支
援
物
資
を
は
じ
め
、
が
れ
き
撤
去
や
避
難
所
運

営
な
ど
の
人
的
支
援
、
そ
し
て
自
治
体
職
員
も
多
く
被
災
し
た
た
め
、

日
本
全
国
の
自
治
体
か
ら
職
員
の
派
遣
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

大
口
町
に
お
い
て
も
、
震
災
直
後
か
ら
支
援
物
資
を
何
度
も
送
り
、

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
岩
手
県
遠と
お

野の

市
綾あ
や

織お
り

町
に
支
援
活
動

拠
点
「
大
口
絆き
ず
なつ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
」
を
六
月
に
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
と
派
遣
先
を
割
り
振
る
活
動
を
一
か
月
間
に
わ
た
り

展
開
し
、
延
べ
二
八
四
人
の
町
民
が
支
援
活
動
を
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
か
ら
は
、
町
職
員
を
宮
城
県
本も
と

吉よ
し

郡
南
三
陸
町
の
教

育
委
員
会
に
一
人
派
遣
し
、
当
初
の
任
期
は
半
年
で
あ
っ
た
が
、
翌

年
か
ら
は
一
年
間
、
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
派
遣
を
続
け
た
。

　

ま
た
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
」
が
実
施
す
る
、
岩
手
県

陸り
く

前ぜ
ん

高た
か

田た

市
内
の
最
大
津
波
到
達
地
点
に
一
〇
ｍ
間
隔
で
桜
の
木
を

植
え
る
活
動
に
、
町
民
の
有
志
が
参
加
し
た
。
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側
溝
清
掃
、
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
事
務
局
で
の
業
務
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
山
積
み
の
ガ
レ
キ
は
被
災
者
に
と
っ
て
柱
一
本
で
も
思
い
出
の

品
、
ま
た
、
遺
品
で
も
あ
り
ま
す
。
撤
去
作
業
は
小
さ
な
瓦
や
ガ
ラ
ス
の

破
片
な
ど
を
手
で
拾
い
、
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
写
真
を
選

別
し
な
が
ら
拾
っ
て
い
く
と
い
う
地
道
な
作
業
で
し
た
。

　

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
は
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
「
和な
ご

や
カ
フ
ェ
」
を

開
店
し
、
小
倉
ト
ー
ス
ト
と
麦
茶
五
条
川
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
と
て
も

評
判
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　

大
口
町
か
ら
総
勢
二
八
四
名
が
七
ク
ー
ル
に
分
か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
一
か
月
で
、
復
興
支
援
に
あ
た
り
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
日
常
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
方
た
ち
と
の
出
会
い
で
、「
復

興
」
と
い
う
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
拠
点
と
な
っ
た
遠
野
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
や
さ
し
さ
」
か
ら
発
し
た
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。
休

憩
時
間
に
私
た
ち
に
冷
え
た
お
茶
を
す
す
め
、
笑
顔
で
話
さ
れ
る
被
災
地

の
方
か
ら
は
「
元
気
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
年
九
月
に
は
第
二
弾
支
援
活
動
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
大

口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
「
絆
11(

イ
レ
ブ
ン)

」
を
結
成
し
、
翌
年
に
は
こ
の
団

体
と
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
で
、
第
三
弾
支
援
活
動
と
し
て
小
学

校
五
年
生
か
ら
高
校
生
を
募
り
、
大
槌
町
で
桜
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。

�

（
昭
和
三
十
六
年
生
ま
れ
）

大
口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会 

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有

の
光
景
を
、
報
道
番
組
を
通
し
て
幾
度
と
な
く
見
て
き
ま
し
た
。
震
災
直

後
か
ら
、「
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」「
被
災
地
の
た
め
に
何
か
し

た
い
」「
復
興
支
援
活
動
に
参
加
し
た
い
け
れ
ど
、
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
町
の
組
織
で
は
支
援
活
動
は
難
し
い
と
半な
か

ば
あ
き
ら
め
て
い
ま

し
た
が
、
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
と
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
「
少

し
で
も
継
続
で
き
る
支
援
活
動
を
支
援
し
た
い
」
と
の
想
い
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
現
地
支
援
拠
点
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

大

口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
」
を
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
基
地
は
、
比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
岩
手
県
遠
野
市
で
市
民
を

中
心
に
社
会
福
祉
協
議
会
・
青
年
会
議
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
協
力
し
、

被
災
地
を
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
遠
野
ま
ご
こ

ろ
ネ
ッ
ト
」
と
し
ま
し
た
。
拠
点
・
宿
舎
を
砂い
さ

子ご

沢ざ
わ

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
日
（
水
）
か
ら
三
十
日

（
木
）
ま
で
の
一
か
月
間
復
興
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
、
支
援
物
資

を
積
ん
で
岩
手
県
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

大
口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
は
、
民
家
の
ガ
レ
キ
撤
去
や
家
屋
内
の
泥
出
し
、

51　 第二節　地震



第
三
節
　
台
風

	
伊
勢
湾
台
風

　

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
九
月
二
十
六
日
午
後
六
時
頃
、
和

歌
山
県
潮
し
お
の

岬み
さ
きの

西
に
、
中
心
気
圧
九
二
九
・
六
㍱
の
勢
力
で
、
台
風

一
五
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
が
上
陸
し
た
。

　

こ
の
台
風
は
、
明
治
以
降
で
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
、
一
九
三
四

年
の
室
戸
台
風
、
一
九
四
五
年
の
枕
ま
く
ら

崎ざ
き

台
風
と
と
も
に
昭
和
の
三
大

台
風
（
犠
牲
者
が
三
〇
〇
〇
人
以
上
の
台
風
）
の
筆
頭
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。

　

被
害
は
死
者
・
行
方
不
明
者
数
五
〇
九
八
人
で
、
う
ち
八
三
％
を

占
め
る
四
二
一
四
人
が
伊
勢
湾
奥
部
を
中
心
と
す
る
愛
知
・
三
重
両

県
に
集
中
し
た
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
市
区
町
村
で
は
被
害
が
激
甚
化

し
、
と
り
わ
け
、
名
古
屋
市
南
区
に
お
け
る
犠
牲
者
数
は
一
四
一
七

人
と
突
出
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
貯
木
場
か
ら
直
径
一
ｍ
、
長

さ
五
ｍ
、
重
さ
数
ｔ
に
及
ぶ
木
材
が
大
量
に
流
出
し
、
住
宅
を
破
壊

す
る
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
降
の
干
拓
に
よ
っ
て
陸
地
化
さ
れ
た
場
所
で

あ
り
、
低
平
地
を
守
る
べ
き
堤
防
が
湾
奥
部
を
中
心
に
二
二
〇
か
所
、

総
延
長
三
三
㎞
に
わ
た
っ
て
被
災
し
機
能
を
失
っ
た
こ
と
で
多
く
の

犠
牲
者
を
出
す
引
き
金
と
な
っ
た
。

　

大
口
村
で
も
、
死
者
三
人
、
行
方
不
明
者
一
人
、
重
軽
傷
者
三
八

人
、
住
宅
の
全
壊
七
七
世
帯
、
半
壊
一
三
五
世
帯
の
被
害
で
あ
っ
た
。

隣
接
自
治
体
で
あ
る
扶
桑
町
は
死
者
一
人
、
行
方
不
明
者
〇
人
、
住

宅
の
全
壊
五
八
世
帯
、
半
壊
九
九
世
帯
の
被
害
で
あ
り
、
そ
の
他
の

項
目
を
比
較
し
て
も
、
扶
桑
町
よ
り
大
口
村
の
方
が
被
害
を
受
け
た

（
１
―
３
―
17
）。

　

体
験
談
か
ら
も
、
土
曜
日
の
半
日
勤
務
を
さ
ら
に
短
く
し
て
社
員

の
帰
宅
を
急
が
せ
た
会
社
が
あ
っ
た
こ
と
、
夕
方
に
は
電
車
が
動
か

な
く
な
り
、
翌
日
代
行
バ
ス
が
出
た
こ
と
、
強
風
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
や
、
神
社
に
お
い
て
は
倒
木
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
1
―
3

―
18
・
19
）。
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1-3-17　大口村・扶桑町の伊勢湾台風被害状況（「伊勢湾台風 災害救助費清算書」
( 愛知県公文書館所蔵 ) からの抜粋）

1-3-18　被害を受けた八剱社（大口町歴史民俗資料館所蔵）

被害項目 大口村 扶桑町
罹災者総数（人） 1,038 815

人
的
被
害

死    者（人） 3 1
行方不明（人） 1 0

負傷
重  傷（人） 4 2
軽  傷（人） 34 10

合    計（人） 42 13

住
宅
の
被
害

全 壊
戸  数（戸） 77 52

世帯数（世帯） 77 58
人  員（人） 350 288

半 壊
戸  数（戸） 135 99

世帯数（世帯） 135 99
人  員（人） 688 527

流失建物・人員（戸・人） 0 0
床上・床下浸水（戸・人） 0 0

合 計
戸  数（戸） 212 151

世帯数（世帯） 212 157
人　員（人） 1,038 815

非住家の被害（戸） 542 304
仮設住宅の設置（戸） 20 15
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1-3-19　倒壊した公民館大屋敷分館（大口町歴史民俗資料館所蔵）

職
場
を
早
退
し
て

　

こ
の
日
、
私
は
名
古
屋
市
西
区
の
会
社
に
い
ま
し
た
。
風
雨
が
次
第
に

強
く
な
り
、
社
員
は
午
前
中
に
全
員
退
社
し
ま
し
た
。
家
に
帰
り
、
台
風

の
襲
来
に
備
え
て
準
備
し
た
専
用
の
木
を
雨
戸
に
斜
め
十
文
字
に
固
定
し

ま
し
た
。
し
だ
い
に
雨
・
風
が
強
く
な
り
、
私
は
玄
関
の
戸
を
懸
命
に
中

か
ら
押
さ
え
て
い
ま
し
た
。
も
う
駄
目
だ
と
叫
び
な
が
ら
、
台
風
の
通
過

す
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
台
風
が
去
っ
た
後
、
藁わ
ら

葺ぶ
き

屋
根
の
ワ
ラ
が
飛
ん

で
し
ま
っ
た
家
も
あ
り
ま
し
た
。
我
が
家
は
瓦
が
か
な
り
飛
ば
さ
れ
ま
し

た
。
道
路
は
倒
れ
た
大
木
で
、
自
転
車
や
車
は
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。�

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

翌
日
の
帰
宅

　

私
は
、
名
古
屋
の
銀
行
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
土
曜
日
で
し
た

の
で
午
後
二
時
に
仕
事
を
終
え
て
、
夕
方
ま
で
友
人
と
名
古
屋
市
内
に
い

ま
し
た
。
帰
ろ
う
と
名
古
屋
駅
に
行
き
ま
す
と
、
す
で
に
電
車
は
止
ま
っ

て
お
り
、
一
晩
を
地
下
ホ
ー
ム
の
階
段
で
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
、
代
行

バ
ス
で
布ほ

袋て
い

駅
ま
で
戻
り
ま
し
た
が
、
駅
か
ら
自
宅
ま
で
の
道
す
が
ら
、

多
く
の
倒
壊
し
た
家
屋
や
倒
木
を
見
て
、
自
宅
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心

配
し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
家
が
建
っ
て
い
た
の

が
見
え
た
と
き
に
、
ほ
っ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

�

（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）
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消
防
団
員
と
し
て

　

台
風
一
五
号(

伊
勢
湾
台
風)

が
東
海
地
方
に
上
陸
し
、
タ
方
か
ら
夜

に
か
け
て
大
変
で
し
た
。
私
の
家
も
、
当
時
茅か
や

葺ぶ

き
の
家
で
屋
根
の
茅
が

風
で
飛
び
雨
戸
も
障
子
も
風
で
飛
ば
さ
れ
、
家
の
中
を
風
が
吹
き
抜
け
て

い
ま
し
た
。
風
の
強
ま
っ
た
十
時
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
、
風
圧
で
土
台
が

二
〇
㎝
ぐ
ら
い
浮
上
り
、
家
が
倒
れ
る
か
と
思
い
、
外
の
鶏
小
屋
の
ほ
う

に
避
難
し
ま
し
た
。
夜
中
に
風
も
治
ま
り
、
外
か
ら
見
回
り
を
し
た
ら
扉

が
壊
れ
雨
で
土
壁
が
落
ち
、
屋
根
瓦
も
落
ち
て
大
き
な
被
害
で
し
た
。
当

時
は
ま
だ
大
口
村
で
、
私
は
消
防
団
の
年
長
で
し
た
の
で
、
懐
中
電
灯
を

持
っ
て
災
害
の
状
況
を
見
回
り
に
行
き
ま
し
た
。
倒
れ
た
家
が
三
軒
程
あ

り
ま
し
た
。
茅
葺
の
家
が
倒
れ
て
い
て
懐
中
電
灯
で
照
ら
す
と
、
お
ば
あ

さ
ん
と
息
子
さ
ん
が
入
り
口
で
土
台
と
鴨か
も

居い

に
挟
ま
れ
て
い
た
の
を
発
見

し
、
村
役
場
に
連
絡
し
ま
し
た
。
係
の
方
が
来
て
一
緒
に
救
助
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
私
は
、
建
築
の
仕
事
に

出
て
い
ま
し
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
休
み
、
自
宅
の
修
理
と
片
付
け
を
し
ま

し
た
。�

（
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
）

小
学
生
の
記
憶

　

昭
和
三
十
四
年
七
月
に
南
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
で
き
て
誇
ら
し
か
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
同
年
九
月
二
十
六
日
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風
は
、
社
会
的
に
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
の
出
来
事
な
の
で
、
台
風
は
怖
か
っ
た
け
れ
ど
翌
日
が
日

曜
日
で
学
校
が
休
み
だ
っ
た
の
で
、
神
社
に
行
っ
て
倒
木
の
上
に
乗
っ
て

遊
ん
だ
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

南
小
学
校
に
残
る
記
録
に
よ
れ
ば
、
特
に
瓦
の
損
傷
が
激
し
く
、
校
区

の
皆
さ
ん
に
勤
労
奉
仕
で
学
校
の
補
修
に
の
べ
九
日
来
て
い
た
だ
き
、
六

年
生
の
修
学
旅
行
が
三
月
二
日
・
三
日
に
変
更
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

教
員
と
し
て

　

私
は
そ
の
日
、
大
口
中
学
校
に
残
り
、
同
僚
の
先
生
と
台
風
に
備
え
て

い
ま
し
た
。
夜
に
な
り
、
強
風
の
中
、
校
庭
の
方
へ
見
回
り
に
出
ま
し
た
。

背
後
で
も
の
す
ご
い
音
が
し
て
振
り
返
る
と
、
三
棟
あ
る
校
舎
の
う
ち
門

に
近
い
校
舎
の
西
側
半
分
が
倒
壊
し
て
い
ま
し
た
（
1
―
3
―
20
）。
残
っ
た

東
半
分
の
校
舎
に
は
職
員
室
と
裁
縫
室
が
あ
り
、
翌
朝
、
裁
縫
室
に
入
る

と
、
向
か
い
に
あ
る
村
役
場
の
瓦
が
教
室
中
に
散
乱
し
て
い
て
、
と
に
か

く
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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自
宅
は
下
小
口
に
あ
り
、
瓦
が
飛
ば
さ
れ
る
被
害
も
受
け
ま
し
た
が
、

一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
水
道
が
し
ば
ら
く
使
え
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
当
時
の
簡
易
水
道
は
、
電
動
ポ
ン
プ
で
水
が
汲く

み
上
げ
ら
れ
て
、

各
家
庭
に
水
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
か
月
ほ
ど
停
電
が

続
き
、
水
道
の
水
が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
に
も
、
ご
近
所
で
井
戸

を
併
用
さ
れ
て
い
た
家
か
ら
水
を
分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
炊
事

に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
電
気
や
水
道
の
あ
り
が

た
さ
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

1-3-20　倒壊した大口中学校の校舎（大口町歴史民俗資料館所蔵）

第
二
室
戸
台
風

　

一
九
六
一
年
九
月
十
六
日
午
前
九
時
過
ぎ
、
台
風
一
八
号
は
高
知

県
室
戸
岬
西
方
に
上
陸
し
、
同
日
午
後
六
時
に
能
登
半
島
東
部
に
達

し
日
本
海
へ
抜
け
た
。
上
陸
時
の
中
心
気
圧
は
、
九
三
〇
㍱
で
最
大

瞬
間
風
速
八
四
・
五
ｍ
／
秒
と
い
う
猛
烈
な
風
と
と
も
に
能
登
半
島

へ
進
ん
だ
。
台
風
の
上
陸
が
昼
間
で
あ
り
、
二
年
前
の
伊
勢
湾
台
風

の
教
訓
も
あ
っ
て
早
め
の
避
難
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
死

者
・
行
方
不
明
者
数
は
一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風
と
比
べ
七
％
に
減

少
し
た
。

　

大
口
村
の
詳
細
な
被
害
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
口
南
小
学
校
の
瓦

屋
根
や
ガ
ラ
ス
窓
に
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
住
居
へ
の

損
害
も
大
き
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
小
学
校
に
残
る
記
録
（「
学
校

沿
革
史
」）
に
よ
る
と
、
九
月
十
五
日
は
、「
台
風
接
近
の
た
め
第
五

時
限
で
一
斉
下
校
」
と
な
っ
て
お
り
、
翌
十
六
日
は
、「
台
風
一
八
号

来
襲
の
た
め
臨
時
休
校
。
屋
根
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
等
被
害
甚
大
」
と
あ

る
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
四
日
に
は
、「
第
二
室
戸
台
風
被
害
復
旧
工

事
（
屋
根
瓦
）
は
じ
ま
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
勤
労
奉
仕
」
を
う
け
た
。
当
時

積
算
さ
れ
た
修
繕
費
用
の
書
類
に
は
、
校
舎
四
棟
・
講
堂
・
給
食
室

と
い
っ
た
す
べ
て
の
建
物
が
被
害
を
受
け
、
大
半
の
屋
根
瓦
、
窓
ガ

ラ
ス
が
修
繕
を
必
要
と
し
た
（
1
―
3
―
21
・
22
）。
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台
風
の
強
風
対
策

　

私
が
子
ど
も
の
頃
、
屋
根
は
瓦
で
は
な
く
藁わ
ら

葺ぶ
き

屋
根
が
多
く
、
台
風
の

風
が
吹
く
と
ワ
ラ
が
飛
ん
で
い
か
な
い
よ
う
に
竹
で
組
ん
で
、
そ
れ
を
屋

根
の
骨
組
み
に
番
線
（
ハ
リ
ガ
ネ
）
で
括く
く

り
つ
け
て
い
ま
し
た
（
1
―
3
―

23
）。
の
ち
に
、
ト
タ
ン
で
屋
根
全
体
を
覆お
お

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
の
南
風
で
建
物
が
北
方
向
へ
傾
か
な
い
よ
う
に
、
屋
根
か

ら
南
側
の
庭
に
番
線
を
引
っ
張
っ
て
い
る
家
も
よ
く
見
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
通
過
し
た
と
き
、
南
風
よ
り
も
吹
返
し
の
北
か
ら
の
風

が
強
く
て
、
建
物
が
南
側
に
傾
い
た
家
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
住
居
の
北
側
に
金
属
製
の
支
柱
を
斜
め
に
固
定
し
て
、
傾
き
を
直
し

た
家
も
多
く
あ
り
ま
し
た
（
1
―
3
―
24
）。�

（
昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
）

1-3-21　給食室
窓枠・屋根瓦が散乱

（「伊勢湾台風関係書類綴　大口南小学校」
大口町歴史民俗資料館所蔵）

1-3-22　大口南小学校講堂
瓦は飛ばされ、出入り口の破損も激しい

（「伊勢湾台風関係書類綴　大口南小学校」
大口町歴史民俗資料館所蔵）

1-3-23　屋根を竹で押さえ、南からの強風に備え
番線を張った様子（地元住民の作画）

1-3-24　伊勢湾台風後に固定された支柱
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第
四
節
　
豪
雨

	
停
滞
前
線
と
台
風
一
四
号
に
よ
る
大
雨
（
東
海
豪
雨
）

　

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
九
月
十
一
日
の
夕
刻
か
ら
十
二
日
未

明
に
か
け
て
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
未
曽

有
の
水
害
を
ひ
き
お
こ
し
た
。

　

こ
の
水
害
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
一
〇
人
、
負
傷
者
一
一
五
人
、

床
上
浸
水
二
万
二
八
九
四
棟
、
床
下
浸
水
四
万
六
九
四
三
棟
、
総
被

害
額
は
八
六
五
六
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
泥
水
を
被
っ
て
使
え
な

く
な
っ
た
家
具
や
電
化
製
品
、
畳
な
ど
の
水
害
ゴ
ミ
の
量
は
、
愛
知

県
の
二
一
市
町
で
合
計
八
万
一
四
〇

〇
ｔ
に
も
及
ん
だ
。

　

町
域
内
の
最
大
時
間
雨
量
は
四
五

㎜
で
あ
っ
た
が
、
一
日
の
降
雨
量
が

二
四
一
・
五
㎜
で
一
九
七
六
（
昭
和

五
十
一
）
年
に
丹
羽
消
防
本
部
が
観

測
を
始
め
て
以
降
最
大
の
降
雨
量
と

な
っ
た
。
被
害
は
、
五
条
川
の
越
水

に
よ
り
南
部
の
豊
田
地
区
で
約
三
〇

1-3-25　被災した北河原橋

世
帯
が
床
上
や
床
下
浸
水
、
同
地
区
の
五
条
川
に
架
か
る
北
河
原
橋

で
は
、
橋
げ
た
が
破
損
し
、
道
路
と
橋
の
間
で
約
一
ｍ
の
段
差
が
で

き
た
（
1
―
3
―
25
）。

　

も
っ
と
も
雨
が
激
し
く
、
か
つ
大
量
に
降
っ
た
の
は
名
古
屋
市
内

で
あ
り
、
名
古
屋
地
方
気
象
台
が
観
測
し
た
降
雨
量
は
、
最
大
一
時

間
降
雨
量
九
三
・
〇
㎜
、
最
大
日
降
雨
量
四
二
八
㎜
、
総
降
雨
量
五

六
七
㎜
で
あ
っ
た
。

　

被
害
が
激げ
き

甚じ
ん

化か

し
た
要
因
と
し
て
、
当
時
、
秋
雨
前
線
が
山
陰
沖

か
ら
能
登
半
島
、
東
北
地
方
北
部
か
ら
太
平
洋
に
か
け
て
横
た
わ
り
、

ゆ
っ
く
り
南
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
前
線
に
向
か
っ
て
台
風
か
ら

伸
び
た
湿し
つ

舌ぜ
つ

（
台
風
の
中
心
付
近
か
ら
温
か
く
て
湿
っ
た
気
流
が
舌

状
に
な
っ
て
一
定
方
向
に
吹
き
つ
け
る
こ
と
）
が
、
鈴
鹿
山
脈
に
衝

突
し
て
次
々
と
積
乱
雲
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
の
雨
雲
が
、
名
古
屋
市

を
中
心
と
し
た
東
海
地
方
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。

　

東
海
豪
雨
を
機
に
、
町
職
員
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
結
成
さ
れ
、
大
き
な
水
害
を
受
け
た
西に
し

枇び

杷わ

島じ
ま

町
（
現
清
須
市
）

に
赴お
も
むき
、
被
災
者
の
手
助
け
な
ど
の
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

同
じ
く
、
河こ

北ぎ
た

地
区
の
「
河
北
の
環
境
を
考
え
る
会
」
と
「
河
北

交
友
会
」
の
メ
ン
バ
ー
約
六
〇
人
は
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
心

を
い
や
す
た
め
、
西
枇
杷
島
町
内
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
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六
か
所
に
約
二
五
〇
〇
株
の
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
植
え
た
り
、
贈
っ
た

り
す
る
活
動
が
報
道
さ
れ
た
。

尾
張
北
部
の
集
中
豪
雨

　

二
〇
一
一
年
八
月
二
十
三
日
、
町
域
内
で
降
雨
量
が
午
前
二
時
か

ら
の
一
時
間
で
六
六
・
五
㎜
を
観
測
し
た
。
上
小
口
地
区
で
床
下
浸

水
が
一
軒
、
さ
つ
き
ケ
丘
地
区
の
町
道
一
か
所
が
冠
水
し
た
。
こ
の

時
は
、
扶
桑
町
の
被
害
が
大
き
く
、
床
上
浸
水
二
四
世
帯
、
床
下
浸

水
五
八
世
帯
、
犬
山
で
も
善
師
野
な
ど
で
床
下
浸
水
七
世
帯
と
郷
瀬

川
で
堤
防
側
面
が
一
部
崩
れ
落
ち
た
。

　

二
〇
一
七
年
七
月
十
四
日
、
大
口
町
で
降
雨
量
が
午
前
十
時
か
ら

の
一
時
間
で
七
五
・
五
㎜
を
観
測
し
た
。
犬
山
市
・
小
牧
市
で
は
一

時
間
に
一
二
〇
㎜
も
の
雨
量
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
負
傷
者
一
人
、
床
上
浸
水
一
七
棟
、
床

下
浸
水
一
八
三
棟
の
被
害
が
確
認
さ
れ
、
町
内
で
は
住
宅
五
棟
（
最

終
的
な
報
告
は
八
棟
）
が
床
下
浸
水
し
、
道
路
冠
水
に
よ
り
四
か
所

が
一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
五
条
川
沿
い
の
尾
北
自
然

歩
道
に
あ
る
桜
の
木
が
道
路
側
に
倒
れ
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
浸
水
す

る
な
ど
し
た
。

　

五
条
川
は
、
豪
雨
に
よ
り
増
水
が
進
む
と
、
御
供
所
一
丁
目
の
大

之
瀬
橋
上
流
で
越
水
し
、
田
が
水
没
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
。
五
条

川
は
、
大
之
瀬
橋
か
ら
二
五
〇
ｍ
上
流
で
、
そ
の
流
れ
を
西
か
ら
南

に
変
え
て
お
り
、
そ
の
地
点
で
北
か
ら
昭
和
用
水
が
合
流
す
る
。
ま

た
右
岸
側
の
堤
防
が
左
岸
よ
り
も
最
大
四
五
㎝
高
く
な
っ
て
お
り
、

越
水
は
左
岸
の
大
口
側
で
起
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
大
口
町
・

江
南
市
両
側
が
水
没
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

上
空
か
ら
の
映
像
と
と
も
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
扶
桑
町
内

で
は
、
床
上
浸
水
が
八
件
、
床
下
浸
水
が
五
二
件
、
小
牧
市
内
で
は

床
上
浸
水
が
七
件
、
床
下
浸
水
が
一
〇
一
件
の
被
害
を
出
し
た
。

　

同
年
八
月
十
八
日
に
も
、
大
口
町
で
降
雨
量
が
午
後
十
時
か
ら
一

1-3-26　町内水位計設置位置図
（『広報おおぐち』2018年 8 月号）

五条川：万願寺橋（中小口二丁目）
　　　　甚左橋（奈良子二丁目）
合瀬川：長蔵橋（萩島一丁目）

長蔵橋

甚左橋

万願寺橋

大口西
小学校

柏森駅

ほほえみ
プラザ

役場

丹波消防

大口南
小学校堀尾跡公園

大口北小

国道

41

国道

155
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時
間
当
た
り
九
〇
・
五
㎜
を
観
測
し
、
犬
山
市
で
は
一
一
〇
㎜
、
岐

阜
県
可
児
市
で
は
一
〇
〇
㎜
の
猛
烈
な
雨
と
な
っ
た
た
め
、
大
口
町

と
小
牧
市
で
は
床
下
浸
水
、
近
隣
市
町
で
も
道
路
冠
水
が
発
生
し
た
。

岐
阜
県
可
児
市
の
一
部
で
は
避
難
指
示
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　

非
常
時
に
は
、
町
職
員
が
目
視
で
町
内
河
川
の
水
位
を
確
認
し
て

き
た
が
、
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
河
川
に
も
水
位
計
設

置
の
意
向
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
八
年
六
月
、
県
に
よ
っ

て
町
内
の
五
条
川
・
合
瀬
川
に
水
位
計
が
設
置
さ
れ
た
（
1
―
3
―
26
）。

報
道
に
戸
惑
う

　
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
七
月
十
四
日
の
集
中
豪
雨
は
、
午
前
中
の
み
で

正
午
に
は
雨
は
上
が
っ
て
い
た
。
正
午
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
全
国
中
継
で
堀

尾
跡
公
園
か
ら
南
部
の
大
之
瀬
橋
ま
で
、
五
条
川
周
辺
の
田
が
水
没
し
て
い
る

様
子
が
上
空
か
ら
映
し
出
さ
れ
、
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
印
象
が
強
く
残
っ
た
。

そ
の
直
後
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
取
材
の
た
め
に
続
々
と
町
に
や
っ
て
来

て
、
被
害
状
況
や
災
害
対
策
本
部
の
対
応
に
つ
い
て
次
々
と
質
問
し
て
い
っ
た
。

　
大
之
瀬
橋
上
流
左
岸
（
大
口
町
側
）
の
田
が
水
没
す
る
こ
と
は
経
験
が
あ
っ

た
も
の
の
、
右
岸
側
は
江
南
市
で
あ
り
、
ま
た
、
経
験
の
な
い
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
の
取
材
に
役
場
の
職
員
は
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
経
験
は
、
改
め
て
マ
ス
コ
ミ
対
応
を
含
め
た
災
害
へ
の
向
き
合
い
方
に

つ
い
て
、
研
修
を
重
ね
る
契
機
と
な
っ
た
。

尾
張
北
部
の
集
中
豪
雨
の
記
憶

　

大
口
町
河
北
一
丁
目
に
あ
る
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
午
前
中
に
す
ご
い
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
お
昼
に
な
る
と
雨
は
止
み
外
に
出
て
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
域
は
、
合
瀬
川
と
五
条
川
に
囲
ま
れ
た

水
田
地
帯
な
の
で
、
両
川
か
ら
水
路
を
つ
た
い
溢
れ
出
た
濁
流
に
よ
っ
て

一
帯
は
公
道
、
水
田
、
用
水
路
の
境
目
が
わ
か
ら
な
く
な
る
く
ら
い
水
没

し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
県
道
草

井
羽
黒
線
は
冠
水
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
ご
み
収
集
車
の
往
来
に
は

支
障
が
な
く
、
ご
み
の
受
け
入
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

五
条
川
の
氾
濫
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
長

野
県
や
東
京
都
に
い
る
知
人
か
ら
心
配
す
る
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
が
届
い

て
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
は
水
没
す
る
こ
と
が
な
い
場
所
も
水
に
つ
か
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
面
を
徘は
い

徊か
い

し
て
い
る
昆
虫
や
ク
モ
類
な
ど
が
大
量
に
水

に
浮
い
て
な
が
さ
れ
て
お
り
、
長
靴
に
つ
か
ま
り
上
に
這は

い
上
が
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
驚
き
ま
し
た
。�

（
昭
和
五
十
七
年
生
ま
れ
）
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